
ＩｏＴ・ビッグデータ・ＡＩに代表される技術革新により，様々な業種において，
戦略的なデータ活用が不可欠となっています。
そこで，「データ」を活用した新たな「市場創造」と「ビジネス展開」をテーマに，
具体事例を交えつつ，今後のビジネスにどのように活用できるかについて
考えます。

◆基調講演
「見えてきた！オープンデータのビジネス利用」

奈良先端科学技術大学院大学総合情報基盤センター

准教授 新井イスマイル 氏

◆事例発表

・総務省
情報流通行政局情報流通振興課

課長補佐 冨樫達也 氏

・株式会社NTTドコモ
法人ﾋﾞｼﾞﾈｽ本部ＩｏＴﾋﾞｼﾞﾈｽ部ｿﾘｭｰｼｮﾝ営業推進担当

担当部長 仲田正一 氏

・株式会社いろどり
代表取締役社長 横石知二 氏

◆パネルディスカッション

「データを活用した新たなビジネス・サービス

の可能性と将来展望について」

平成３０年１０月１３日（土）
会場：ときわプラザ

ブライダルコアときわホール
（徳島市東浜傍示1番地）

時間：１４：００～１６：３０
（開場１３：３０）

・ＩｏＴ・ビッグデータ等を活用した新事業
の創出に興味のある方

・最新のデータ活用ビジネスに関する
情報収集をしたい方

をはじめ，県内外企業，産業支援機関，
団体，自治体等どなたでもご参加
いただけます。

日時・場所 プログラム

参加対象者

参加
無料
定員140名



【主催】徳島県

【問合せ先】徳島県政策創造部統計データ課 データ活用推進担当 新久保
電話 088-621-2136 E-mail toukeidataka@pref.tokushima.jp

登壇者紹介

【基調講演】
新井 イスマイル
（奈良先端科学技術大学院大学総合情報基盤センター 准教授）

徳島県におけるデータ活用の取組み

横石 知二
（株式会社いろどり 代表取締役社長）
1958年徳島県生まれ。1986年秋に大阪「がんこ寿司」でヒントを得て，「つまもの」事業を上勝町で開始。

契約農家200軒で取り組む「いろどり」は，今や年間３億円に迫る勢い。平均年齢70歳のお年寄りがイキイキ
働き，高収入を得る仕組みは，「地方創生」の全国を代表するモデルになっている。

冨樫 達也
（総務省情報流通行政局情報流通振興課 課長補佐）

仲田 正一
（株式会社ＮＴＴドコモ法人ビジネス本部ＩｏＴビジネス部ソリューション営業推進担当 担当部長）

【事例発表】

2008年奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科博士後期課程修了。
立命館大学，明石工業高等専門学校の研究職・教育職を経て，2016年より現職。
屋内ナビゲーション技術，IoT・ビッグデータを中心技術とするユビキタスコンピューティング
分野の研究に取り組む傍ら，内閣官房オープンデータ伝道師，総務省地域情報化アドバイザー
として，地域のオープンデータ公開・利活用や地域IoT促進等の社会活動にも取り組む。

地方公共団体等が保有するデータを，機械判読に適したデータ
形式で，加工・編集等二次利用が可能なルールで無償公開する
「オープンデータ」を推進するため，本県及び市町村が保有する
オープンデータや，それらを活用したアプリ等を登録・閲覧できる
「徳島県オープンデータポータルサイト（Our Open Data）」
を，2015年から公開しています。
http://ouropendata.jp/

また，官民データ活用推進基本法，国の「官民データ活用推進
基本計画」に基づき，本県の官民データ活用を総合的に推進する
ための都道府県官民データ活用推進計画である「とくしま新未来
データ活用推進戦略」を2018年３月に策定しました。
https://www.pref.tokushima.lg.jp/kenseijoho/opendata/5012815

徳島県ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ(Our Open Data)

とくしま新未来データ活用推進戦略

1989年株式会社CSK入社。AIエキスパートシステム、無線通信システム等の開発に従事。 1996年株式会社
NTTドコモに入社。ポケットベルへの有料情報配信システムの企画開発後、オランダを拠点にi-mode技術の
欧米通信キャリアへの導入・運営のコンサルティングに従事。2005年より携帯電話端末の企画開発を行い、
2008年に日本初のAndroid端末を企画開発し、日本におけるスマートフォン市場の確立に寄与。2011年から
2015年まで米シリコンバレーにて最新技術の導入を推進し、2016年より現職。

2011年東北大学経済学部卒業 同年農林水産省入省，2015年消費・安全局動物衛生課（動物疾病対策，
動物検疫等），2017年水産庁漁政課（水産庁予算のとりまとめ等）等を経て2018年８月から現職。


